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宅
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■
怒

大
規
模
改
修
へ

　
江
戸
時
代
の
人
地
主
の
邸
宅
で

国
重
要
文
化
財
の
「
旧
人
同
家
住

宅
」
　
（
和
気
町
尺
所
）
が
、
初
め

て
大
規
模
改
修
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
。
着
工
は
数
年
先
と
な
り

そ
う
だ
が
、
建
物
見
学
は
昨
年
末

で
休
止
し
、
準
備
が
本
格
化
し
て

い
る
。
所
有
す
る
一
般
財
団
法
人

は
町
と
連
携
し
、
老
朽
化
し
た
箇

所
を
修
繕
す
る
と
と
も
に
、
教
育

こ
〉
〈
化
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い

考
え
だ
。

　
同
住
宅
は
江
戸
時
代
に
酒
遺
業

や
舟
巡
業
で
栄
え
た
豪
商
の
住

ま
い
。
１
７
６
０
（
宝
暦
1
0
）
年

建
造
の
主
屋
、
身
分
の
高
い
客
を

迎
え
る
部
屋
を
備
え
た
「
蔵
座
敷
」

な
ど
が
あ
る
。
中
で
も
入
り
母

竪
討
ゐ
二
つ
の
か
や
ぶ
き
屋
根

を
瓦
屋
根
で
っ
な
い
だ
「
比
翼
入

り
母
屋
造
り
」
の
主
屋
は
、
民
率

で
は
全
国
で
唯
一
の
現
存
と
い

う
。

　
２
０
０
２
年
に
住
人
が
町
に
寄

贈
。
町
内
で
は
唯
一
の
国
重
文
の

活
こｌ

‐
ｌ施化文教育･町と連携

建
物
で
、
年
１
、
２
回
の
一
般
公

開
に
加
え
、
イ
ペ
ン
ト
で
活
用
し

た
り
、
申
し
込
み
に
応
じ
て
随
時

見
学
を
受
け
入
れ
た
り
し
て
き

た
。

　
半
面
、
築
２
５
０
年
を
超
え
、

老
朽
化
も
目
立
っ
て
き
た
。
建
物

は
傾
き
、
雨
漏
り
も
す
る
と
い
う
。

瓦
が
落
ち
た
箇
所
も
あ
り
、
屋
根

の
複
数
の
場
所
を
ト
タ
ン
で
覆
う

な
ど
応
急
処
置
で
し
の
い
で
き

た
。
そ
う
し
た
中
、
住
人
の
親
族

ら
で
立
ち
上
げ
芒
般
財
団
法
人

大
圏
家
（
岡
山
市
北
区
大
和
町
）

か
ら
「
改
修
し
て
活
用
し
た
い
」

と
の
申
し
出
か
お
り
、
昨
年
２
月

に
所
有
権
を
同
法
人
に
移
転
。
改

修
に
向
け
て
動
き
だ
し
た
。

　
町
は
昨
夏
、
建
物
の
状
態
に
つ

い
て
詳
細
調
査
を
開
始
し
た
。
本

年
度
内
に
結
果
を
ま
と
め
、
同
法

人
と
共
同
で
具
体
的
な
改
修
牡
面

を
策
定
す
る
予
定
。
改
修
費
の
大

半
を
国
や
県
、
町
の
補
助
で
賄
え

る
が
、
費
用
は
数
億
円
に
上
る
と

み
ら
れ
、
着
工
は
数
年
先
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
で
も
あ
る
同

法
人
の
苛
波
茂
代
表
理
事
（
7
0
）
は

　
「
歴
史
あ
る
建
物
だ
か
ら
残
す
と

い
う
の
で
は
な
く
、
次
世
代
の
教

育
・
文
化
施
設
と
し
て
活
用
し
、

地
域
振
興
に
役
立
て
た
い
」
と
話

す
。
（
平
松
隆
）

初
の
大
規
模
改
修
に
向
け
、
準
備
が
進

む
旧
大
国
家
住
宅
。
見
学
の
受
け
入
れ

は
昨
年
末
で
休
止
さ
れ
た
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